
令和６年２月２日(金)
柏市教育委員会

地域クラブ活動への移行と
持続的な運営体制の整備について
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柏市の部活動に関する取組

柏市「部活動・特設クラブ活動のあり方に関するガイドライン」（９月１日施行）

平成３０年 柏市「部活動・特設クラブ活動のあり方に関するガイドライン（第２版）」（５月１日施行）

令和 ３ 年 柏市「部活動・特設クラブ活動のあり方に関するガイドライン（第３版）」（４月１日施行）

平成３０年３月 スポーツ庁が「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を策定

行き過ぎた活動 主体的な活動

国より活動時間が長い 活動時間の適正化

平成２９年

ガイドラインの改訂だけでは対応できない課題の解決へ

量 質
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部活動の課題
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技術の向上(勝利等)に重きが置かれすぎている

学習との両立が難しい

教師の超過勤務への影響が大きい

友人関係等の人間関係のトラブルが多い

活動内容にケガ等体調面の不安がある
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教員の休養日が少ない

指導力に不安を抱えている顧問が多い

技術の向上(勝利等)に重きが置かれすぎている

学習との両立が難しい

教師の超過勤務への影響が大きい

友人関係等人間関係のトラブルが多い

活動内容にケガ等体調面の不安がある

その他

未回答

保護者 教員

超過勤務や指導力についての課題が上位となっている

R2 部活動に関する調査(柏市)



3

在校等時間の現状

①月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える教諭等の校種別割合

②月当たりの時間外在校等時間（校種別）

（Ｒ２．１１月）

令和２年度「教員の出退勤時刻実態調査結果（速報値）」（千葉県教育庁）

職種 小学校 中学校 高等学校

教諭等 ４７．３％ ６０．６％ ３５．８％

職種 小学校 中学校 高等学校

教諭等 44時間36分 59時間24分 41時間46分
※５９時間－３時間×５日

=４４時間
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部活動改革の計画(R2)
年度 柏市ガイドライン 地域移行の流れ 部活動指導員導入 部活動改革

Ｒ２
・地域移行の方向性について

ＷＧにて協議
・部活動ガイドライン
ＷＧにて部活動の
あり方(学校の役割)
を協議

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ７

・地域人材を確保・マッチングする
仕組み

・地域クラブの運営団体の確保
・費用負担のあり方整理
・学校と地域の役割分担整理

【ガイドライン改定】
・小中別々に策定
・活動時間，活動日の削減

【ガイドライン改定】
・休日は部活動を行わない
・地域との連携

・地域人材を確保・マッチングする
仕組み

・地域部活動の運営団体の確保
・費用負担のあり方整理
・学校と地域の役割分担整理

地域運動部活動推進事業
[１校４部活動]

部活動の地域移行開始

地域移行完全実施(休日)
学校での休日の部活動廃止

教
員
の
休
日
部
活
指
導

・専門的指導の実践
・専門外の教員が部活動を担う
負担を軽減

・休日の引率の実施

部活動指導員の導入
【中学校２名】

・地域移行の進まない地域，競技
に配置

・配置校は実態に応じて変更する
・Ｒ７以降の必要数調査

部活動指導員の導入
【中学校４名】

部活動指導員拡充
地域移行の地域格差解消

保護者・市民に
地域移行周知

部活数削減
体力向上部等設置

【勤務時間内の部活動】

令和７年度を目途に土日の部活動指導を廃止

【ガイドライン改定】
・部活動数の削減検討
・地域への移行開始



5

休日の部活動を地域クラブに移行

中学校の部活動を地域に移行（休日）
令和４年度まで 令和５年度から

平日 これまで同様に学校が担う

休日
等を中学校区に設置

学 校
学 校

地 域
野球クラブ

陸上クラブ

卓球クラブ

吹奏楽クラブ
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地域部活動のあり方

【活動範囲と目的】
・ 活動時間は土日どちらか３時間程度
・ 活動範囲は，東葛飾(近隣６市)を原則とする
・ エリア外での活動は上限内に限定(協会が管理)
・ 推進協会が市内大会を主催し、参加者全員の

 出場機会を保障
「楽しさ」「喜び」を感じる事を本質として活動
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大会参加や試合の出場について

【総体・新人戦】
・ 現在のところ出場は学校から
・ 複合クラブは，出場要件に合わせて編成
【その他の試合】
・ 地域クラブによる練習試合あり
・ クラブ参加が認められる大会には出場(協会等)
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地域クラブの立ち上げ
～クラブの構成～

近隣クラブと連携し、現状の部活動の構成に近い形でクラブ
を立ち上げる

D中学校A中学校 C中学校B中学校

DクラブAクラブ CクラブBクラブ

A中学校
で活動

C中学校
で活動

D中学校
で活動

B中学校
で活動

近隣クラブと連携し、学年別やポジション別に分かれて活動も可
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地域クラブ運営の仕組み

地域クラブ運営団体の設置
〈全体の統括・危機対応〉

各種団体
〈参加者への指導〉

野球クラブ 剣道クラブ 卓球クラブ テニスクラブ
柏市内にある部活動と同種目の地域クラブを新たに立ち上げる

人材募集，研修 相談窓口 イベント企画集金・指導報酬の支払

・登録
・参加費

【参加費内訳】
年 5,000円
 (保険，備品，
システム管理)

月 2,000円
(謝金，消耗品)

参加希望生徒

・登録
・研修参加
・謝金支払い

【謝金詳細】
指導員 1,600円/時
補助員 1,000円/時
※兼業教員は指導員

地域指導者

参加費用や活動内容に差が生じないよう全体を統括する推進協会が全種目の運営を担う。
(相談窓口も常設)
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地域移行支援事業補助金(R５)
経費項目 対象経費 補助割合 限度額

事務局設置費 通信機器費，通信費，
事務所賃貸借費等

10分の10 2,200千円

システム開発費 参加生徒の募集・管理，
指導員の募集・管理，
専用ホームページ開設
に係る費用等

10分の10 11,814千円

管理運用費 指導員研修費，保険料，
消耗品費等

10分の10 10,486千円

人件費 事務局人件費等 10分の10 7,150千円
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地域移行支援事業補助金(R６，R７)
経費項目 対象経費 補助割合 限度額

システム開発費 参加生徒の募集・管理，
指導員の募集・管理，
専用ホームページ開設
に係る費用等

10分の10 2,200千円

管理運用費 指導員研修費，保険料，
消耗品費等

10分の10 1,100千円
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地域クラブ参加費支援補助金
・ ６月の補正予算にて可決された柏市の補助金
・ 対象は，地域クラブに参加する生徒の保護者

●年間登録料5,000円(参加者全員)
●全参加費用19,000円(要保護，準要保護認定者)

・ 申請は，登録時に手続きの委任や同意をすることで運営団体が手続きを代行
(学校の手続きは一切不要)

柏市地域クラブ
運営団体

参加世帯

手続きに関する委任
照会の同意
(市⇔KSCA)

要保護，準要保護世帯の照会

補助金申請⇔交付決定，支払い
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AEDの移設
・地域クラブでも使用できるよう校舎内に設置されていたAEDを移設
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セキュリティ整備について(R６)

校長室

廊下

職員室

【二つの機材を切り分けて運用】

音楽室音楽準備室

赤・・・学校のみ警備機器の解除が可能
青・・・地域クラブの警備機器解除も可能

アラーム
セット
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地域移行に向けた準備について
地域移行の流れ 学校の役割

令和４年１１月
・説明用リーフレット配付
（説明動画含む）

・校内で内容の確認
・１２月中に保護者に配付（小中学校全家庭）
⇒質問は専用メールで受付

令和５年１月 ・指導員の予備調査開始 ・希望する教員はWEBにて登録（小中学校）

令和５年４月
・運営団体の決定

(補助金等交付審査会)
・立ち上げクラブ数の確定

・部活動の指針に地域移行後の土日の部活動は原則停止となる
事を追加する
⇒大会前については，実施可能

令和５年５月
・希望生徒の登録開始
・指導員本登録開始
・活動場所の整理

・登録案内の配付(生徒)
・兼職兼業届の提出
・活動場所の調整(土日最大８コマに分割）

令和５年７月 ・指導員研修開始
令和５年８月 ・体験会実施（２回予定） ・体験会の活動場所を提供

令和５年９月～
・地域クラブ開始
（競技ごと全校一斉開始）

・地域クラブが開始した部活の土日の活動停止
・地域クラブとの情報交換
（オンラインで実施予定）
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柏スポーツ文化推進協会とは
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指導員の配置について

①KSCAホームページにて指導員を募集
↓

②生徒に対する予備調査
(移行対象部員の7割以上が希望)
↓

③指導員必要数の決定
(約150クラブ)
↓

④各競技代表者と協議し，指導経験をもとに
指導員の配置を決定
(教員150名，一般100名)
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指導員研修について

研修① 「指導員としての『軸』を発見する」 
オンデマンド 6/17～7/28

研修② 「指導員の『軸』のディスカッション
/ハラスメントについて」

オンライン研修 7/1，7/29

研修③ 「安全管理と事故対応について」 
対面研修 8/5
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地域クラブの運用システム

指導員
指導補助員

勤怠入力
勤怠
データ
閲覧

事務局

人材バンクシステム

給与データ

給与支払

給与支払口座

給与データ

契約書通知

指導員の管理 登録者(生徒)の管理

登録，費用徴収，保護者連絡，出退勤等の運用システムは，すべてWEB上で管理
(スマートフォンで完結)
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怪我等への対応について

KSCA地域クラブ活動中のお子様の怪我について（保護者向け）

KSCA地域クラブ活動中のお子様の怪我の対応については，
「スポーツ安全保険」にて対応。
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地域移行による効果

・専門的な指導が受けられる

・地域連携の活性化

・様々な世代との交流

・活動環境の充実

・活動機会の充実
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時間外在校等時間の削減効果

職 種 令和２年１１月 令和5年11月

中学校教諭 59時間24分 46時間00分

同年最大月との比較

A校 − 30時間8分

B校 − 7時間39分
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その他の成果

【ヒアリング調査から】

・遠慮せずに休めるようになった。

・教頭の休日の負担が軽減されている。

・業務改善に関する職員の意識が高まっていると感じる。



24

今後の課題

・ システムの調整

・学校部活動との併用に関する理解の促進

・指導者間の連携強化

・年度更新の整理

・意識改革の促進 （※大会の整理がポイント）
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